
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
［第 3グループ内の例会日］  狭山(金)、新狭山(月)、入間(木)、入間南(火)、飯能(水)、日高(火)、狭山中央(火) 

                   所沢(火)、新所沢(月)、所沢西(水)、所沢東(木)、所沢中央(月) 
 

第 927回(12月 18日)例会の記録  
 

点 鐘     若松泰誼会長  
合 唱     我らの生業 
第２副ＳＡＡ  沼崎君、小幡君 
 

※出席報告 
会員数 出席者数 出席率 前回修正 
30名 25名 81.48％ 92.86％ 

 

パスト会長の時間  柴田パスト会長 
今日はたまたま最近入手

した投稿の内容を朗読した

いと思います。 
筆者は中山恭子さんで、ご

存知の通り中山恭子さんは

私の年度の時、平成 20 年 2
月 16 日に、皆さんにお集ま
り頂き、皆様の協力に基づい

て成功に終わった「新春の集い」がございました。 
中山恭子さんに対しては、私はその後も動向を、

非常に関心をもって見ておりますが、今回の選挙

ではご主人であります中山成彬さんが、維新の会

から出て比例で当選したという報告を受けほっと

しているところでございます。 
 
「拉致事件対応が現すわが国の異常さ」 
     参議院議員 日本維新の会 中山恭子 
戦後 67年、サンフランシスコ講和条約発効から

60年を経て、日本は、未だに敗戦の病から立ち直
れず、自信を喪失したままの状態にある。敗戦と

それに続く占領政策を検証し、客観的に善し悪し

を判断し、これからの日本のあるべき姿を打ち立

てなければならない。 
日本の人々は、平和の尊さを実感し、自由主義

や、民主主義、個人主義など多くのものを学び、

受け入れ、そして懸命に働き、経済の繁栄を得た。

しかし残念なことにその中で、大切なものを置き

去りにしてきてしまった。 
北朝鮮による日本人拉致問題に取り組む中で、

日本という国の弱さ、危うさに愕然とすることが

何度もあった。ごく普通に生活していた人々が、

外国から忍び込んだ工作員に袋詰めにされて連れ

去られるなどということが、日本各地で起きてい

たとは、何と情けない国なのだろう。なぜ日本は

国民の拉致を防げなかったのか。被害者が北朝鮮

にいると分っていながら、なぜ日本は国を挙げて

救出に当たれなかったのかとの無念さ、強い憤り

を感じてきた。警察組織に欠陥があったのか。国

防力が弱いからか。日本社会全体が冷たいものに

なってしまったのか。多くの要因があり、その全

てが関わっていると考えられるが、その遠因には

戦後の占領政策と占領下で急ごしらえで作られた

現行憲法があると言えるだろう。 
｢敗戦｣。国と国との戦争では、敗者は二度と立

ち向かえない国となることを強いられる。戦後日

本は、終戦という言葉で｢敗戦｣という現実から目

を逸らしてきた。敗戦のショックを和らげるため

に用いられたこの言葉が、皮肉にも、その後日本

が真に立ち直るのを遅らせてしまった。 
国際紛争では戦争の責任は敗戦国にあるとされ

るのが常であり、東京裁判でも全て日本が悪かっ

たと判断された。更に根深い問題は、日本人自体

がその説をその通りに受け入れて、疑いを持つこ

とすら悪であるという風潮に支配されて来たこと

だ。洗脳され、日本人は戦後骨抜きになってしま

ったと言われるが、愛国心という単語を使うこと

すら拒否されてきたことは誠に情けないことであ

る。終戦の昭和 20(1945)年から昭和 27(52)年まで
の 7年間、日本は占領下に置かれ Japanではなく
Occupied Japanだった。日本国憲法はこの占領下
の昭和 22(47)年 5月 3日に施行され、今年 65年
が経つ。 

7 年間の占領下で採られた政策は、徹底した日
本弱体化政策であり、憲法は無論、皇室改革、財

閥解体、農地解放、教育制度改変、伝統文化の否

定、家族解体など、日本の強さの根源であったあ

らゆる分野に及んだ。 
戦後、日本は天皇制を何とか維持出来たが、連
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合国軍の皇室改革指令により、天皇は象徴天皇と

なり、多くの皇族が皇籍離脱を余儀なくされた。 
占領下では、日本の文化や伝統は徹底して排除

され、悪であると教え込まれた。私が通っていた

小学校では、習字の授業がなくなり、文字は記号

に過ぎないと教えられた。剣道などの日本の武道

も大学まで一切禁止され、礼に始まり礼に終わる

武道の精神は排斥された。 
また、個人主義の名の下に、日本の家族が壊さ

れた。憲法第 24条には｢婚姻は両性の合意のみに
基づいて成立し｣と書かれている。この発想は連綿

と続く祖先への敬慕や、社会や地域との繋がりを

忘れさせるものだ。 
大正 11（1922）年の冬、アインシュタイン博士
が日本を訪れた際、日本の家族の温かさを称賛し、

西洋の個人主義の孤独さを嘆く文章を残している

が、家族は人が人生を送る上での要であり拠り所

である。家族をこよなく大事にしてきたのは日本

人の知恵であり、誇れる文化である。 
教育面では、終戦直後からソ連のコミンテルンの

指示を受けて勢力を拡大した日本教職員組合の活

動、反日、自虐の思想を日本国内に広める活動が、

長年に亘って日本を蝕んできた。聖職者として尊

敬される存在であった先生が、教育賃金労働者で

しかなくなった。子供達の個々の能力を伸ばすの

ではなく、金太郎飴のような画一的な教育が良し

とされてきたが、これはコルホーズや国営企業に

労働力を提供すれば良いとする共産主義思想に根

差している。昨今のいじめや学級崩壊の問題も、

いじめを見て見ぬふりをしたり、仲間内での庇い

合いなどがあることの他、子供たちに目を注ぐ

｢師｣の存在が極めて小さくなってしまったことが

大きいと考える。 
7年間の占領が終結した昭和 27年の段階で、そ
の間の政策について憲法も含め、日本自らが検証

し正すべきは正しておかなければならなかった。

しかし戦後の日本は、余りにも敗戦の影響が大き

く、自立から目を逸らし、経済の復興に邁進し、

文化や社会の根本に目を向けて来なかった。大切

なものを失い、戦後シンドロームから脱却できな

いまま、今や、傾注してきた経済までも輝きを失

いつつある。 
拉致問題を見れば明らかなように、厳しい国際

社会の中で、独立国家として平和を維持していく

には、多くの努力、エネルギーが必要である。国

が自国の領土を守り、国民を守るとの意思を強く

持たず、国民が自分の国を愛していないような国

家は、平和を維持することも出来ず、消滅すると

いうのが現在の国際社会の掟である。甘えは許さ

れない。日本の現状を見れば、日本は未だ敗戦と

いう病の中にあり、健全な国家の体を成していな

い。 
まず、日本が古来培ってきた文化、風土をもう

一度認識し直し、それを根底に据えた憲法を制定

し、教育や社会の在り方を変えて行こうではない

か。経済分野にもこの文化の底力が加われば日本

は更に発展する力があると信じている。 
日本が育んできた文化は素晴らしい。長い歴史

を持つ日本は古来、この湿潤な風土の中で様々な

争いごとを解決し、和をもって暮らす術を培って

きた。相手を思いやり、どうぞお先に、ご遠慮な

くと生きてきた。この生き方の中には相手の人格、

尊厳を認め尊重するとの概念が既に内包されてい

る。また、どんなものにも神々が宿ると信じ、自

然を敬いながらまじめに暮らしてきた。これらは

正に日本の文化、風土である。 
さらに、戦後受け入れてきた個人主義や自由主

義についても、日本で蔓延る似非のものを捨て去

り、その真の考え方をもう一度学び直すことも必

要であろう。 
個々人が自分だけの自由を主張し、良い社会が

出来るはずがない。自由には自ずと規律があり個

人の自由がある程度制限されることを、日本の

人々は受容する力を持っている筈だ。 
ヨーロッパの人々はチーズは普遍的に美味しい

ものであり、美味しいから食べなさいと薦めるが、

日本人は納豆を｢もし良かったら｣召し上がれと差

し出す。相手を尊重し、｢人権｣などと声高に叫ぶ

までもなく自然に、相手の存在に思いを至してい

るのが日本の文化である。この文化は、ポストモ

ダンたる 21 世紀の国際社会において重要な役割
を果たし得ると考える。 
他を思いやり、共同体として和を重んじ、自己

の責任を果たし誠実に生きる国柄の尊さを我々自

身が再認識し、多くの苦難に苛まれている現在の

状況から力強く抜け出そうではないか。 
今、日本の人々が覚醒し、日本の自立を取り戻

す最後の機会である。 
50年後、100年後の日本が、豊かで調和のとれ
た、国際的にも信頼され尊敬される、毅然たる国

家となるために、日本中の叡智を集め、議論し、

その礎を築いていきたい。 
（新聞｢アイデンティティ｣第 58号 10月 1日号より） 
 

 
 

  幹事報告                稲見幹事 
1. 第 2回クラブ奉仕部門(公共イメージ委員会セ 
ミナー)開催について 

2. 2012年度ＲＬＩ開催について 
3. 2013年リスボン国際大会、鈴木ガバナーナイ 
ト開催について 

4. 地区事務所年末年始の休業について 
5. 2014～2015年度ＲＩ会長について 
6. 米山記念奨学部門委員長より 
7. 中井ガバナーエレクト通信について 
8. 受贈会報 入間ＲＣ 所沢西ＲＣ 
9. 例会変更 入間南ＲＣ 

10. 回 覧 物 ハイライトよねやま１５３ 



  委員会報告    
雑誌・情報) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) 浜野委員長)

 先週は私、ドイツのクリスマスマーケットを

観に行って参りました。 
今回の｢ロータリーの友｣の表紙は、クリスマス

のイルミネーションが特集してありますので、こ

ちらを紹介したいと思います。 
横のページの方ですが、京都の平安女学院のキャ

ンパスで、同校の中高生や大学生、教職員が手作

りで、企画から全部作り上げたもので、すごくき

れいだと思いました。ドイツも非常にきれいだっ

たのですが、こうした寒色系のイルミネーション

ではなく、暖色系のものがほとんどでしたので、

こうした寒色系のものも新しくて素敵だと思いま

した。縦のページの方はヨットハーバーのクリス

マスのイルミネーションを、それぞれが自前で、

いつも飾っているということです。 
【横組】 

24頁に、アメリカのペンシルベニア日米協会の
ブラザーズ・ブラザー基金から陸前高田病院に医

療器具を贈って頂いたという記事が載っておりま

す。2248万 9245円を出して頂き、不足分につき
ましては、第 2760 地区（愛知県）が協力し 780
万円を支援したということです。こうした地道な

支援が、地元の方にとっては非常に有り難いこと

だと思います。 
【縦組】 

10頁の「卓話の泉」には、こちらの卓話にいら
っしゃった車椅子バスケットボールの森田さんの

記事が載っておりますのでご覧になって下さい。 
 
 
 
「会員卓話」・・・・・・・・ 
「農業に賭ける、大きな夢」   

古谷 博会員 
私の本職ですが、ロー

タリアンとしてはごく

まれな、農業です。作目

は｢茶｣であり、いわゆる

狭山茶の栽培、製造、販

売に携わる者でありま

す。私の多年における大きな夢は、日本の歴史的

にも弾圧され、比較的に低く見られる職業で、｢き

つい｣｢きたない｣｢キケン｣の代名詞のようで、後継

者も育ちにくいといわれている農業を、欧米のよ

うな、企業的で、大型で、夢のある、若者から見

て魅力的な、あこがれるような経営をするのが今

日までの夢でありました！！ 又これからも夢を
求め継続してゆきたいと思います。 
《家系》 
家系でありますが確かなところは、私で 6 代目
であり、7 代目の息子が、現在事業継承中であり

ます。7 代以前の先祖については、明治の中期に
火災に遭い、仏壇を初め大切なものを消失してし

まったとのこと、又改宗により「神道」となり菩

提寺と墓地が変わってしまったため、何代続いて

いるのか、正確なところは不明であります。寺に

行き、過去帳なるものを調べれば判明するのでし

ょうが、遡るところ 7 代前までのみ確認できてい
ないのが現状です。 
《戦後の農地改革》 
戦前の昭和 20年頃まで、水稲、養蚕、畑作を中
心に、地主として存在していたようです。いわゆ

る戦後の GHQ 及び当時の政府の農地改革の元、
最大で約 3haの所有しか認められず（山林は除く）、
多くの農地は一時、政府が買い上げる形で、小作

農へ開放したと聞いております。タダ同然で、10a
（一反）当り長靴 1 足より少ない金額で渡された
ようです。昭和 22 年から 25 年にかけて行われ、
23年生まれの私には知る由もなく、幼少の頃、先
代、先々代が悔しそうに話していたのを聞いてお

ります。大きな目的は、名目上日本の農地の共産

主義化の防止とか、小作農と地主との差を無くす

とか言われているようでありますが、日本の多く

の地主達や財閥達が戦争を支援、先導したと仕返

しとも言われているようです。このことにより戦

後の日本の農業は大きく弱体化し、欧米のような

規模拡大や大型化は困難となりました。(ちなみに
一戸当たりアメリカでは 200~300ha、欧州でも
20~50ha、東南アジアでも 25~30ha、オーストラ
リアでは 2000~3000ha） 
食料自給率は 39%、先進国といわれる諸国の中で
は最低です。今後 TPPに参加とか、農業分野では
農地法を改正しない限り、とても海外との競争に

は太刀打ちできないと思われます。現在「米」だ

けは自給率 100%以上でありますが、主力穀類(小
麦、大豆、トウモロコシ等)は、その多く(約 90%
以上)は外国に依存しています。豚やニワトリ等の
飼料であるトウモロコシは 99%輸入、遠くない将
来、これらが途絶えたならば、パン、ウドン、納

豆、豆腐、卵、肉類等は｢口｣にできない日が来る

かも知れません。 
しかしながら、戦後 60年以上私の圃場の周りでは、
耕作放棄地が年々拡大し、大きな農業問題となっ

ています。平成 9 年「改正農地法」とやらを農水
省は発表したわけでありますが、私に言わせれば、

ほとんど中身は無いと言って良いものです。何し

ろ大根 1本、ネギ 1本、20年も 30年も作らない
草だらけの農地が、日本全国に埼玉県ほどの面積

があると言われております。規模拡大や農業法人

化を望む専業農家も多く存在する訳で、国の無策

ぶりにはあきれるほどであります。 
《狭山茶について》 
我が家は、4 代前より狭山茶の栽培、製造、販
売を業としています。 
狭山茶の歴史については色々とある訳で、現在よ

り 800年ほど前、栄西弾師が中国より種子を持ち



帰り、日本全国へ茶を広めたと歴史の本には書か

れておりますが、「言われている！」という表現で

あり、それ以前に、日本国に自生していた、いわ

ゆる「山茶」（山林等に自生している在来種）が存

在していたとする文献もあるようで、定かな所は

不明であるようです。 
狭山茶の産地としては、県西部、ちょうど 2570
地域全般に分布しており、生産地は入間市、所沢

市、狭山市であります。特徴としては、北限の為

葉肉が厚く、その味は濃厚であると言われており

ます。しかしながら当産地は、都市化や農地の拡

大や大型化が他産地よりも不利な為、産地間競争

にも遅れをとり、30年来、生産量も減少の一途を
たどり、面積も 1/3程度になってしまいました。 
《我が社では》 
私事ながら、狭山市の業界団体の長を務めなが

らも、狭山茶の生産の消費の拡大、挽回を図りた

いと願っています。それにはまず、安定収入を元

とした農家の後継者の育成が必要不可欠でありま

す。今後は他産地との差別化や、こだわり、独創

性により付加価値を増大させ、業界全体の消費の

拡大に努めて行きたいと思っております。 
我が社(有)古谷園は、4 代前の彦太郎より創業、

茶に携わります。当時は現在のような機械製でな

く、近所の職人を集め、ホイロによる手作りであ

りました。本業でなく副業的なもので、当時の日

本の伝統的な農業形態である複合経営での作目の

中の一つであり、米・麦・その他の穀類や家畜の

肥育等の一部であり、茶専業ではなかったようで

す。戦後日本の農業も、単一作目に専門化してい

ったようです。 
戦後の高度成長期に日本茶の需要は徐々に増加

していきましたが、昭和 60年代より日本人の食文
化の欧米化により、全国的にも消費量は徐々に少

なくなり今日に至ります。 
我が社の特徴でありますが、まず 2 店舗にて販

売、全商品 100%狭山茶であること、また自社加
工製品であることをモットーにしております。 
原料である荒茶は、自園以外は県内より仕入れ、

全てに手を加え仕上げ、仕入れたままの商品を販

売することはありません。 
栽培にも力を入れ、

今後 10 年の間に 4ha
ぐらいの規模にするの

が大きな目標でありま

す。独自の栽培法や加

工法も取り入れ、また

模索中であり、他社と

の差別化に努めております。消費者のニーズに答

えるべく、独自のアイテム（商品）の開発に心掛

け、若年層の日本茶への関心を深めるよう努め、

要請があれば学校教育の場として提供したり、出

向いたりしております。店作りや PR 法も若者を
中心に幅広い年代の消費者を取り込むべく、心掛

けております。 

経営・製造においては、30年程前より省力化を
進め、フルオートメー

ションの近代的な機

械化と、伝統的な製法

の組合せ、使い分け等

により独自の商品と

なるように心掛けて

おります。栽培、製造

とも機械は最先端の

最新鋭のものであり、商品の質も大きく向上して

いると思われます。 
今後は息子の経営を見守りながら、規模拡大にチ

ャンスあらば努めていきたいと思っております。

今までの経験を活かし、さらに大きな夢に向かっ

て進んでいきたいと思います。命ある限り！！ 
 
 
              
 
 

 
 
若松君 柴田パスト会長｢会長に時間｣ありがとう

ございます。 
    古谷さん、卓話よろしくお願いします。

楽しみです。 
稲見君 古谷パスト会長、お話楽しみです。よろ

しくお願いします。狭山紅茶とお菓子あ

りがとうございました。 
江原君 柴田パスト会長、会長の時間よろしくお

願い致します。古谷パスト会長、会員卓

話楽しみ  にしております。よろしく

お願い致します。 
古谷君 勝手なお話をさせて頂きます。よろしく

お願いします。 
浜野君 先週、ドイツのクリスマスマーケットに

行ってきました。雪が降ってとても寒か

ったですが、綺麗でした。 
寳積君 古谷パスト会長の緑茶と紅茶の話、楽し

みにしてます。 
奥富君 古谷様、今日の卓話よろしくお願いしま

す。 
栗原(成)君 新宿で仕事の会議です。早退してすみ

ません。 
守屋君 古谷パスト会長殿、卓話ご苦労様です。

柴田パスト会長殿、会長の時間のスピー

チありがとう存じます。 
佐藤君 古谷パスト会長、急なお願いにも快く引

き受けて頂き、ありがとうございます。

また、柴田パスト会長、パスト会長の時

間楽しみにしております。両パスト会長

よろしくお願い致します。 
山室君 私事で、旅行キャンセル、又、例会欠席

し申し訳ございません。 


